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概要: トリガ回路を用いた積分型時間デジタイザ回路を提案する. この新しい手法による時間デジ

タイザ回路は, トリガにより発振を開始する周期が既知の 2 個の発振回路と, 非同期な周期のクロ

ックを採用している (図 1). 2 つの発振波形のデータをクロック毎に多数取得し, それぞれの HIGH, 

LOW を考慮してカウントして総データ数との比をとると, モンテカルロ法[1]により長い則て時間

をかけるほど（入力データ数が多いほど）細かい時間分解能でトリガの入力時間差を推定すること

が可能である(図 2). 本研究では, シミュレーションによりアルゴリズムを検証し, データ数を増加

させることにより高精度に時間を測定できることを確認した. 
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